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第２回公民館運営審議会 会議概要 
１ 審議会名    第2回公民館運営審議会                        

２ 日  時    平成20年 9月 3日 午前・後 1時 30分から午前・後 3時 30分まで 

３ 会  場    安曇野市豊科公民館大会議                        

４ 出席者     渋谷委員、内田委員、小山委員、神谷委員、大倉委員、平倉委員、長嶺委員、 

          須山委員、降旗委員、曽根原委員、勝野委員、宮島委員  

５ 市側出席者   加藤中央公民館長、丸山豊科公民館長、曽根原三郷公民館長、内田堀金公民館

長、白澤公民館主事、高嶋公民館主事、猿田公民館主事、竹田公民館主事、松枝

課長、宮澤係長、青柳                          

         

６ 公開・非公開の別   公開    

７ 傍聴人 0 人    記者 0 人 

８ 会議概要作成年月日     平成20年 9月 10日                    

協  議  事  項  等 

①「生涯学習推進計画」素々案について 

委  員 目標がたくさんありすぎる。全体的に網羅するために考えてあることだからしょうがないところはあるが前

進的なことを考えてもらったほうがいいと思う。 

委  員 「地域住民が主体的に公民館運営を担っていく組織体制の充実も」という表現があるが、今までの公民館活

動は行政指導型となるのか。 

事務局  そのような捉え方ではないが、各公民館で関る人間に、自分らでやっていこうという意識をよりもってもら

うという願いの中で載せさせていただいている。 

委  員 今まで三郷村時代、公民館が行政主体で進んでいたという事実は否めないと思う。現在は三郷地域も変わり

つつあると思うが。 

三郷館長 4月からサポート会議が機能している。公民館事業で館長の相談相手、また住民の意向等も当然反映できるよ

うに、現在事業展開している。今までトップダウンで進んできたものも、サポート会議、地区館長、区長の

意見を踏まえながら、一定の方向を表し、実行に移すという形で示されている。 

委  員 施設の整備のところで、「整備や充実を図って」とあるがそれは結局建物のことか。附属するものまではいっ

ているのか。 

事務局  ハードの建物を想定している。しかしパネル等附属品もこの中に入れていく必要があるかどうか確認して、

調整していきたい。 

委  員 生涯学習というのはソフト面とハード面がある。これを読むと生涯学習のことがよく網羅されているが、で

きたら一言でこれが安曇野市の生涯学習というようなものが欲しい。また、「誰でもいつでも学習できる」と

あるが、実際にこれを実現するには金が物すごくかかる。しかし、これを謳わなければならないということ

はわかっているが。 

事務局  最終的に皆さんの意見をいただき、ダイジェスト版も作っていきたい。委員の皆さんからからご指摘いただ

いたように、わかりやすい表現で作成していきたい。 

委  員 成人期は何歳から何歳くらいまでをいっているのか。また、学校との関係はどうなっているか。 

事務局  青年期は18歳以降60歳くらいまでを想定している。また学校との関係については施策④の教育相談体制の充

実で扱っている。学校とのタイアップ、学校との教育についてのリンクを図った表現が必要であれば、再度

検討する。 

委  員 公民館で行事やるような場合、中学生、高校生になるに従って参加がわるくなる。学校との協調が出来れば

いいと思う。 

委  員 安曇野市が目指す生涯学習というものを、簡単なイメージとして捉えられるような形で付け加えれれば。 

 

②その他 

委  員 文化祭の出品者に記念品が出ているようであるが、その予算を実行委員会に出して自由に使ってもらえるよ

うな運営はできないか。 

事務局  文化祭については実行委員会で実施しても、やはり公民館が一番主体になると思う。教育委員会としては記 



     念品にこれをというような話はしていない。だいたいどの公民館もこのくらいでという予算額は提示してあ 

るので、サポート会議等で話していただいて地域で決めていただきたい。穂高の場合昨年度まで芸文協に対 

する委託費があった。今年は無くさせていただいたが、しかし全体の予算規模の中で運営していただいてい 

る。よりやりやすい形に変化させていただくことは可能だと思う。 

委  員 公民館運営審議会の持ち方について、結論を出したような会議は今回が初めてだった。月々一回あると公募

には書いてあったがどうなっているのか。 

委  員 いちいち審議会の了解を得ないと実行できないというようなことにならないように、気をつけなければいけ

ないと思うが。 

委  員 基本的に公民館活動みたいなものを、上の機関が方向性をああしろというようなものはどうかと思う。ああ

しろこうしろという種類の審議会であるなら、私はその審議会には相応しくない人間だと思う。 

委  員 こういうことを審議していただきたいというものが出されない限り、審議会は行なわれなくてもしょうがな

いと思う。毎月公民館事業を考えて、何か答えを出さなければいけないというものではないと思う。 

 

 

  

 


